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事業評価調書

年度 
平成24年度の行政評価

事業名 
予算の小事業名を記載し

評価担当課 
当該事業の評価の担当課

施策名 
事業の上位目的に当た

事業の目的と内容 
事業の目的と平成23年

主たる受益者 
当該事業はどのような人

事業の必要性 
なぜ当該事業の実施を必
どの観点から記載して

関連法令 
当該事業を行うことが
則、要綱などがある場合

他都市の状況 
当該事業と同様の事業、
す。 

書の見方

価の対象となる事業は

しています。 

課名を記載しています

る第3次札幌市新まち

年度に実施した事業内

人、団体などのために

必要としたかの「社会
います。 

が直接記載されている、
合、その名称を記載し

、または類似事業に関

 

は23年度の事業です。

す。 

ちづくり計画体系にお

内容を記載しています。

に行っているかを記載

会背景」、「市民ニーズ」、

、または事業を行うう
しています。 

関する、他政令市など

 

おける施策名を記載し

。 

載しています。 

、「事業を行わない場合

うえで基準とすべき法

どの他自治体の動向を記

しています。 

合の影響」

法令、条例、

記載してい
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事業費 
1～23年度決算額、23
人件費は、職員の平均給

年度 
平均給与（千円） 

事業費の執行内容 

事業費の主な執行内容を

指標 
事業の実施で実現する成
指標名、設定理由、これ
指標設定については、
動指標を設定しています

＊事業の成果を考える
に実現する成果もあ
成果を表す指標を設

3～24年度予算額、21
給与×人員（人工）で

H21 
7,900 

を、記載しています。

成果や事業の効率性を
れまでの実績値及びそ
成果指標の設定を基本
す。 

る場合、複数の事業の実
ありますが、この欄では
設定するようにしていま

 

～24年度の人員（人工
で計算しています。平均

H22 
7,700 7

 

を示すものです。 
その目標値を最大５つ
本としていますが、成

実施や行政以外の要因
は、当該事業の実施に
ます。 

工）・人件費を記載して
均給与は下表のとおり

H23 H24
7,600 7,400

つまで記載しています。
成果指標の設定が困難

因、さらに時間経過を経
によって直接的に発生

ています。 
りです。 

4 
0 

。 
難な場合は、

経て長期的
・実現する
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① 市

自

具

を行

した

② 妥

⑴

献

期

⑵

実

載

⑶

に

⑷

⑸

記

③ 施

当

えて

④ 今

上

向性

「現

⑤ 今

当

比較

ます

市民自治の観点からの評

自治基本条例の趣旨に則

具体的には、各事業が

行っているか」、「適切な

た結果を記載しています

妥当性・必要性の検証

成果の視点での検証

事業内容について、指

献度（施策目的にどの程

期的、中長期的に）改

コストや効率性の視点

事業内容について、

実施内容や実施形態、

載しています。 
事業費縮小の影響（経

事業費を10％削減し
により市民サービスレ

実施によるプラスの効

当該事業を実施したこ

事業を行わなかった場

当該事業を実施しな

記載しています。 
施策目的などから見た課

当該事業が関連する施策

ている課題を記載して

今後の方向～内容（経常

上記の検証内容や課題、

性を記載しています。そ

現状維持」、「縮小」、「休

今後の方向～歳出見通し

当該事業費の来年度（2
較した来年度の歳出見通

す。 

評価 

則り事業を行っている

が『企画立案・計画』『

な情報提供を図った上

す。 

（経常的経費のみ） 
指標の実績値や市民の

程度貢献しているのか

改善していくべき点があ

点での検証（経常的経

コストや効率性の視点

担い手のあり方などに

経常的経費のみ） 
した場合、現在の事業

レベルに具体的にどのよ

効果（臨時的経費のみ

ことによるプラスの効

場合のマイナスの影響

なかった場合に、どのよ

課題（経常的経費・臨

策の目的（基本方針）

います。 
常的経費・臨時的経費

、市民満足度調査の結

そのうえで、24年度事
休止・廃止」のいずれ

し（経常的経費・臨時

25年度）の歳出見通
通しを「増加」、「増減

るかという観点からの

『実施』『評価・改善』

上で事業を進めている

の声などを参考にしな

か）を検証した結果を記

ある場合には、その内

経費のみ） 
点から検証した結果を

について改善すべき点

業内容をどのように見直

ような影響が出るかを

み） 
効果を記載しています

響（臨時的経費のみ）

ようなマイナスの影響

臨時的経費共通） 

あるいは事業実施の

費共通） 

結果などを踏まえ、当該

事業内容と比較した来

れかで示しています。

時的経費共通） 

しを記載しています。

減なし」、「減少」、「予

 

の検証結果を記載してい

の各段階において、「

るか」の２つの観点につ

ながら、事業の成果と施

記載しています。また

内容も記載しています

を記載しています。また

点がある場合には、その

直すことになるか、ま

を記載しています。 

す。 
 
響が出るかを想定し、そ

の目的を踏まえて、当該

該事業の来年度（25年
来年度の事業の内容を

 

そのうえで、24年度
予算なし」のいずれかで

います。 
「市民参加

ついて検証

施策への貢

た、今後（短

す。 

た、事業の

の内容を記

また、それ

その内容を

該事業が抱

年度）の方

を「拡充」、

度事業費と

で示してい
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① 2次

2
 
② 外

外

 
③ 改

2
結果

 
 

次評価 

次評価によって指摘さ

外部評価 

外部評価によって指摘さ

改善・見直しの検討結果

次評価・外部評価によ

果を記載しています。 

された事項がある場合

された事項がある場合

果 

よって指摘された事項

 

合には、その指摘事項

合には、その指摘事項

項がある場合には、そ

項を記載しています。 

項を記載しています。 

その改善・見直しに向け

 

けた検討の


